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潤な気候帯にあるので，豪雨が激甚化すること，すなわ
ち，その強度，頻度，総雨量が増大することが，今後ます
ます防災上の大きな問題となる．

2.　台風の将来予測

日本は世界的にみても自然災害が多く，自然災害のデ
パートのような地域である．地震や火山などの地球物理学
的災害もあるが，特に気象災害はその種類という点でも頻
度という点でもほかに類のないほど多い地域である．日本
はユーラシア大陸と地球上で最も温かい北太平洋西部の間
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タを用いて台風の予報が改善されることが示された
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を証明できるようになった．
ただし原理的にできるということと，実際にできるとい
うことには，天と地ほどの違いがある．実際に台風にイン
パクトを与えるためには，多くの技術開発が必要であり，
それに加えて上記のような哲学的・社会的問題を克服する
必要がある．そのためには 30 年はかかるだろう．それで
も 30 年後，台風の脅威そのものを低減できる世の中が実
現すればすばらしいと皆さまは思われないだろうか．さら
に台風の人工制御に向けた研究や技術開発は，台風の科学
的理解，観測法の発展，無人飛行機の開発，台風の高精度
シミュレーショむ'87多有精度も


